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【研究概要】 

福島第一原子力発電所の事故により大量の植物が放射性物質により汚染

された。汚染植物は収集し中間貯蔵地で貯留することになるが、中間貯蔵地

の規模は限られていること、また長期貯留が必要なため、汚染植物を減容化

し腐敗しないよう安定化する必要があります。本研究ではメタン発酵を利用

して植物バイオマスを減容化かつ安定化するシステム（図１）を開発しまし

た。このシステムは、メタン発酵を促進するための前処理プロセス（湿式ミ

リング）（図２）、高速メタン発酵（液成分の処理）、乾式メタン発酵（固形

成分の処理）及び発酵排液から放射性セシウムを除去する光合成細菌処理プ

ロセスから構成されます。プロジェクトの 2 年間で各要素プロセスを確立

した後、福島県西郷村に小規模プラントを組み上げ放射能汚染した稲わらを

対象に実証試験を行いました。そして、(1)放射能汚染はメタン発酵になん

らの影響も与えない、(2)このシステムで 1/10 の減容化が可能である、(3)
得られるメタンガスは放射能フリーである（したがってバイオ燃料として利

用できる）、(4)光合成細菌により効率的に放射性 Cs を除去できる、といっ

た結果を得ることができました。 
【その後の取り組み】 

 本プロジェクトでは放射性物質で汚染した稲わらをメタン発酵により効

率的に減容化し放射能フリーのメタンガスを得ることに成功しました。し

かし汚染植物バイオマスの大きな部分を占める木質バイオマスについての

検証は積み残したままでした。通常の方法では木質バイオマスはメタン発

酵できません。しかし私たちは湿式ミリング処理を行うことでメタン発酵

が可能になることを見出しております。現在、福島県から事業費の助成を

受け、福島県南相馬市において放射能汚染木質バイオマスを減容化しバイ

オ燃料を生産するパイロット規模の実証試験を行っております（図３）。 
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図２．湿式ミリングの概略 

植物バイオマスをジルコニアビーズで物

理的に粉砕するとともに分解酵素処理を

行うことで効率的に糖化を行います。こ

れにより従来難しかった木質バイオマス

のメタン発酵が可能になりました。 

 
図３．南相馬市に設置した木質バイオマスメタン発酵パイロットプラント 

湿式ミリング前処理→メタン発酵→発酵排液処理のシステムを組みスギ材などの木

質バイオマスの減容化・メタン発酵の実証試験を行っております。このパイロットプ

ラントは、平成 24～26 年度のプロジェクトの３０倍規模のものです。現在、木質バ

イオマスからバイオ燃料を順調に生産できることが示されております。 


